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「
舞
姫
の
碑
」

に
つ
い
て

森
鴎
外
文
学
発
祥
の
地
を
記
念
し
、
当
ホ
テ

ル
の
庭
に
建
立
い
た
し
ま
し
た
碑
文
は
、
鴎

外
自
筆
の
毛
筆
原
稿
よ
り
、
鴎
外
の
ご
子
息
・

故
森
類
氏
に
ご
選
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。
建

設
に
あ
た
っ
て
は
、
鴎
外
学
者
・
故
長
谷
川

泉
氏
に
よ
り
ご
助
力
を
賜
り
ま
し
た
。



武石弘三郎アトリエにて

（明治44年）

4

写真左より森鴎外、幸田露伴、斎藤緑雨（当ホテル所蔵）

5

明
治
文
壇
に
刻
ま
れ
た

森
鴎
外
の
偉
大
な
足
跡
を
訪
ね
て
。

森
鴎
外
は
、
尊
王
摸
夷
の
風
が
吹
き
荒
れ
る
幕
末
動
乱
の
時
代
に
、
津
和
野
藩
4
万
3
千
石
の
城

下
町
で
御
典
医
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
期
の
鴎
外
は
、
神
童
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
学
業

優
秀
で
、
1
2
歳
の
時
に
第
一
大
学
区
医
学
校
予
科
に
入
学
し
、
1
9
歳
8
ケ
月
と
い
う
若
さ
で
東
京
大

学
医
学
部
を
卒
業
、
医
学
士
と
な
り
ま
し
た
。

陸
軍
軍
医
と
な
っ
た
鴎
外
は
、
西
洋
医
学
を
学
ぶ
た
め
ド
イ
ツ
に
留
学
し
ま
す
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で

出
会
っ
た
ド
イ
ツ
人
女
性
エ
リ
ー
ゼ
・
ヴ
イ
ゲ
ル
ト
と
の
恋
愛
が
、
後
の
作
品
『
舞
姫
』
　
の
構
想
を

生
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
8
歳
と
な
っ
た
鴎
外
は
、
西
周
氏
の
媒
酌
に
て
海
軍
中
将
男
爵
・
赤
松
則
良
民
の
長
女
・
登
志
子

と
結
婚
を
し
ま
す
。
結
婚
後
、
鴎
外
は
台
東
区
上
野
花
園
町
‖
番
地
の
赤
松
家
の
持
家
、
つ
ま
り
当

ホ
テ
ル
所
有
の
鴎
外
荘
を
新
居
と
し
ま
し
た
。
明
治
2
3
年
（
1
8
9
0
年
）
1
月
、
2
9
歳
の
鴎
外
は
「
国

民
之
友
」
　
の
新
年
付
録
に
処
女
作
『
舞
姫
』
を
発
表
し
ま
し
た
。

国
費
留
学
生
と
な
っ
た
主
人
公
・
太
田
豊
太
郎
が
帰
朝
す
る
船
の
中
で
、
踊
り
子
エ
リ
ス
と
の
出

会
い
や
別
れ
な
ど
、
ド
イ
ツ
で
の
出
来
事
に
想
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
一
人
称
形
式
で
展
開
す
る
物
語

『
舞
姫
』
は
、
主
人
公
の
自
我
や
心
の
内
の
葛
藤
が
実
感
的
に
描
写
さ
れ
、
西
欧
に
端
を
発
し
た
浪

漫
主
義
文
学
の
代
表
的
な
作
品
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

鴎
外
は
、
続
い
て
明
治
2
3
年
（
1
8
9
0
年
）
8
月
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
滞
在
体
験
を
も
と
に
し

た
『
う
た
か
た
の
記
』
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
1
月
に
は
　
『
文
づ
か
ひ
』
を
発
表
。
こ

の
作
品
は
、
ラ
イ
ブ
チ
ッ
七
で
の
軍
事
演
習
に
参
加
し
た
一
コ
マ
が

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
鴎
外
の
ド
イ
ツ
三
部
作
と
言
わ
れ
、
欧
米
を

ま
ね
て
近
代
化
を
進
め
て
い
た
時
代
に
憧
れ
を
も
っ
て
読
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
、
鴎
外
は
文
壇
に
確
固
た
る
地
位
を
築
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
鴎
外
は
、
軍
医
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
旺
盛
な
執
筆
活

動
を
続
け
、
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
『
青
年
』
『
雁
』
『
阿
部
一
族
』
『
高

瀬
舟
』
　
な
ど
、
数
々
の
名
作
を
発
表
。
明
治
の
文
豪
と
し
て
、
そ
の

名
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。



22～26歳頃、

ドイツ留学中の鴎外

6

東大医学部本館
ミュンヘンでの鴎外

後列左から2番目

7

妻の登志子

森
鴎
外
史
上
京
～
留
学
～
結
婚

藩
医
だ
っ
た
父
の
希
望
も
あ
り
、
鴎
外
は
早
く
か
ら
医
学
の
道
を
志
し
、
ド
イ
ツ
留
学
を
強
く
希
望
し
ま

す
。
ま
た
、
幼
い
頃
か
ら
近
所
で
も
評
判
の
「
本
の
虫
」
で
あ
っ
た
鴎
外
は
、
ド
イ
ツ
留
学
を
経
て
文
学
に

対
し
て
も
並
々
な
ら
ぬ
才
能
を
開
花
さ
せ
ま
す
。

◎
明
治
5
年
（
1
8
7
2
年
）
　
‖
歳

遠
縁
・
西
周
の
勧
め
で
、
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
た
め
、
父
と
上
京
。
進
文
学
舎
入
学
。

向
島
小
梅
村
・
亀
井
家
下
屋
敷
に
住
む
。
そ
の
後
、
西
周
邸
に
寄
寓
。

◎
明
治
7
年
（
1
8
7
4
年
）
　
1
3
歳

第
一
大
学
区
医
学
校
予
科
（
後
の
東
京
大
学
医
学
部
）
　
へ
入
学
。

年
齢
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
2
歳
年
を
水
増
し
し
た
。

◎
明
治
1
4
年
（
1
8
8
1
年
）
　
2
0
歳

7
月
　
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
。
一
族
の
勧
め
で
、
陸
軍
省
・
東
京
陸
軍
病
院
に
勤
務
。

1
2
月
　
陸
軍
々
医
副
の
任
務
に
就
き
、
東
京
陸
軍
病
院
課
僚
に
命
じ
ら
れ
る
。

◎
明
治
1
5
年
（
1
8
8
2
年
）
　
2
1
歳

陸
軍
の
任
務
に
就
き
、
「
医
政
全
書
稿
本
」
全
1
2
巻
を
編
述
。

■

・

■

l

l

崩
▼

◎
明
治
1
7
年
（
1
8
8
4
年
）
　
2
3
歳

陸
軍
衛
生
制
度
調
査
及
び
、
陸
軍
衛
生
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
留
学
を
命
じ
ら
れ
る
。
8
月
　
横
浜
を
出
航
。

1
0
月
　
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
。
ラ
イ
ブ
チ
ッ
ヒ
大
学
の
ホ
フ
マ
ン
教
授
に
師
事
す
る
。

◎
明
治
1
9
年
（
1
8
8
6
年
）
　
2
5
歳
　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ペ
ッ
テ
ン
コ
オ
フ
エ
ル
教
授
に
師
事
す
る
。

◎
明
治
2
0
年
（
1
8
8
7
年
）
2
6
歳
　
ベ
ル
リ
ン
に
移
り
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
コ
ツ
ホ
教
授
に
師
事
す
る
。

◎
明
治
2
1
年
（
1
8
8
8
年
）
　
2
7
歳

9
月
　
日
本
に
帰
国
、
横
浜
帰
着
。
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
に
補
せ
ら
れ
、
後
、
陸
軍
大
学
教
官
を
兼
任
。

帰
国
の
4
日
後
に
ド
イ
ツ
女
性
エ
リ
ー
ゼ
が
来
日
。

彼
女
は
周
囲
の
説
得
を
受
け
、
1
0
月
に
ド
イ
ツ
へ
帰
国
。

◎
明
治
2
2
年
（
1
8
8
9
年
）
　
2
8
歳

3
月
　
西
周
の
媒
酌
で
、
海
軍
中
将
・
赤
松
則
良
の
長
女
・
登
志
子
と
結
婚
し
、
上
野
花
園
町
に
移
る
。

8
月
　
「
国
民
之
友
」
　
に
訳
詩
編
『
於
母
影
』
　
を
発
表
。

1
0
月
　
「
し
が
ら
み
草
紙
」
を
創
刊
。

◎
明
治
2
3
年
（
1
8
9
0
年
）
　
2
9
歳

1
月
　
『
舞
姫
』
　
を
　
「
国
民
之
友
」
　
に
発
表
。

8
月
　
『
う
た
か
た
の
記
』
　
を
　
「
し
が
ら
み
草
紙
」
　
に
発
表
。

9
月
　
長
男
・
於
菟
誕
生
。
ま
も
な
く
、
妻
・
登
志
子
と
離
婚
。

1
0
月
　
本
郷
駒
込
千
駄
木
町
5
7
に
居
住
を
移
し
、
そ
こ
を
「
千
束
山
房
」
と
名
付
け
る
。

※
年
齢
は
数
え
年
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母・ミ子（峰子）　　　　父・静泰（静男）

鴎外の生家（左端が勉強部屋）

9

森
家
の
系
図

1
8
6
2
年
（
文
久
2
年
）
、
森
鴎
外
こ
と
本
名
・
森
林
太
郎
は
、
島
根
県
津
和
野
に
、
父
・
静
泰
（
後
、
静
男
）
、

母
・
ミ
子
（
後
、
峰
子
）
の
長
男
と
し
て
誕
生
。
森
家
は
、
曾
祖
父
・
秀
毒
の
代
で
一
時
断
絶
し
か
か
り
、

そ
こ
へ
佐
佐
田
白
仙
（
後
、
玄
仙
）
が
婿
入
り
し
、
森
家
を
継
承
。
白
仙
と
妻
・
於
清
と
の
問
に
一
人
娘
・

ミ
子
が
生
ま
れ
、
婿
入
り
し
た
静
泰
と
の
間
に
生
ま
れ
た
待
望
の
男
の
子
が
、

林
太
郎
で
し
た
。
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森
鴎
外
の
面
影
が
残
る
宿

女
将
　
中
村
み
さ
子

私
ど
も
水
月
ホ
テ
ル
鴎
外
荘
に
は
、
森
鴎
外
が
　
『
舞

姫
』
を
執
筆
し
た
お
部
屋
「
舞
姫
の
間
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。

当
時
を
し
の
ば
せ
る
も
の
は
建
物
ば
か
り
で
は
な
く
、

舞
姫
の
間
か
ら
臨
む
庭
の
つ
く
り
、
樹
齢
三
百
年
の
糎

の
木
や
樹
齢
二
百
年
以
上
の
黒
金
も
ち
の
木
な
ど
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

森
鴎
外
は
、
こ
の
地
で
　
『
舞
姫
』
　
の
ほ
か
、
『
う
た

か
た
の
記
』
　
『
於
母
影
』
　
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

地
を
森
鴎
外
文
学
発
祥
の
地
と
し
て
末
長
く
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
、
庭
に
は
　
『
舞
姫
』
　
の
鴎
外
自
筆
の
原
稿

を
碑
文
に
し
た
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

私
ど
も
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
と
、
こ
の
よ
う
に

森
鴎
外
の
面
影
と
明
治
の
浪
漫
を
ホ
テ
ル
内
の
い
た
る

所
で
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
存
じ
ま
す
。



◆事前にご予約ください。

昼の部／11：00～・14：00～

夜の部／17：00～

11

［舞姫の間］

鴎外旧邸は、28歳で結婚した森鴎外が、新婚当時を過ごした家です。

氏の作品にちなみ、日本庭園に面した和室は「舞姫の間」と名付けられ

ました。現在は、お食事処・ご宴会場、あるいはコンサート会場として、

広く皆様にご利用いただいております。
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←「蔵」（ミュージアムホール）

軸組構法で建てられた土蔵造りの

お部屋です。

●室料／6名様迄

2時間18，000円（税別）

1「於母影」（ファミリアダイニング）

文学サロンの趣を今に伝える優雅な

お部屋です。

●室料／12名様迄

2時間25，000円（税別）

1213

鴎
外
が
暮
ら
し
た
「
鴎
外
荘
」
は
、

現
代
に
蘇
る
明
治
の
浪
漫
を

ご
満
喫
い
た
だ
け
ま
す
。

日
常
を
忘
れ
て
優
雅
な
時
間
を
楽
し
み
た
い

時
に
、
ご
家
族
や
お
友
達
と
の
和
や
か
な
集
い

に
、
明
治
の
浪
漫
漂
う
特
別
室
を
貸
切
に
て
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。



1415

明
治
の
浪
漫
漂
う
森
鴎
外
旧
邸
に
は
、
プ
ロ
の
演
奏
家
に
よ
る
優
雅
な
音
色
が
似
合
い
ま
す
。
当
ホ
テ
ル
で
は
、

貸
切
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
2
名
様
か
ら
承
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
要
望
に
随
時
お
応
え
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


